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ダイバータプラズマ模擬装置 DT-ALPHAでは体
積再結合プラズマに関する研究が行われている。 電
子-イオン再結合では低電子温度領域における電子冷
却過程でイオンが重要な役割を果たすことが指摘さ
れているため、 イオン温度計測は重要である。 イオ
ン温度計測手法の１ つにイオンセンシティ ブプロー
ブ (ISP) が挙げられる [1]。 そこで本研究では ISPを
作成し 、 DT-ALPHAでのイオン温度計測を試みる。
DT-ALPHAは周波数13.56MHzの高周波放電によ

ってプラズマを生成しており 、 真空容器は内径36mm、
長さ 0.5mの石英管、 及び内径 63mm、 長さ 1mの
SUSチャンバーから構成されている。 高周波アンテ
ナの設置された石英管の下流に SUSチャンバーが接
続されており 、 チャンバー側面の計測ポート からプ
ローブを挿入することでプラズマパラメータの径方
向分布を取得することが可能である。
作成した ISPは平面形状のコレクタ電極と 、 それ

を囲むよう に同軸上に配置された円筒形状のガード
電極からなり 、 コレ クタ電極はラーマ半径の違いに
よってイオンだけを選択的に補集することが可能で
ある。 本研究ではプラズマへの擾乱を最小限に抑え
るため、 直径 2.0mm程度の ISPを作成した。 図 1は
中性ガス圧力 4.0× 10−2 Pa、 磁場 0.1Tの Arプラズ
マ中における、 プラズマ生成部近傍に設置した ISP

で取得したプローブ I-V 特性の一例である。 コレク
タ電極電流 ICはイオン電流を正、 ガード 電極電流 IG

は電子電流を正の向きに描いてある。 ガード 電極電
流 IGは一般的なシングルプローブ同様の特性を示し
ており 、 この特性曲線から評価した電子温度、 電子密
度は Te = 13 eV、 ne = 8.2× 1016m−3であった。 計
測位置は異なるが、 ISPより も生成部に近い位置にお
いてシングルプローブで評価した電子温度、 電子密
度は Te = 10 eV、 ne = 9.5× 1016m−3であり 、 ガー

ド 電極は健全であると言える。 コレクタ電極電流 IC

はバイアス電位 Ip に応じてイオン電流が応答するよ
う な結果が得られており 、 コレクタ電流 ICが片対数
プロッ ト で直線に乗る領域でイオン温度を評価する
と 11 eV程度と 、 電子温度に近い値を示した。
本講演では作成した ISPの詳細及びプラズマ生成

条件や計測位置等を変えた場合の ISPによるプラズ
マ計測結果について報告を行う 。
本研究は科学研究費補助金 26420848 により 支援
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図 1: DT-ALPHAにおける Arプラズマ中でのコレ
クタ電極及びガード 電極の I-V 特性。
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